
 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が初任者の時に担任した A君は、ジェスチャーでたくさんお話をしてくれ

る子でした。ボールを蹴る様子⇒手をかざして眺める様子⇒指をさしてから拍

手をするというように、表情豊かにたくさん伝えてくれます。私はその動きを

目で追いながら、「ボールを蹴って遠くに飛んでいったのね。上手に蹴れたんだ

ね。」と返すと、A 君は頷いたり、さらに身振りでお話してくれたりしました。

A君とのやり取りはいつもとても楽しいものでした。 

副校長 春田 美賀子   A君が誰かの話をする時には、教室に貼ってある写真カードを指さすことも 

ありましたが、その人の特徴を捉えて、眼鏡をかける仕草や、髪を縛る仕草で伝えてくれることもありました。

一緒に担任していた男の先生はとても背の高い先生でしたので、A君がその先生を表すときは右手を頭の上から

さらに上へ伸ばして「背の高い先生」と表していました。そんなA君が私を呼んだり、私のことを話したりする

ときには、両頬を両手の人差し指で指さして表していました。A君が私のことを「笑顔の先生」と捉えてくれて

いるのだと思い、少し嬉しくなりました。それをきっかけに、毎年教室で使う自分の写真カードは、両頬を指さ

す“笑顔のポーズ”で作るようになりました。子ども達は「みかこせんせい」と名前で呼んだり、笑顔のポーズ

で呼んだり、それぞれの方法で私を認識し、呼んでくれるようになりました。 
 聴覚特別支援学校に赴任してからも、私は同じ様に“笑顔のポーズ”の顔写真を使っていました。この効果は

てきめんで、まだ名前を呼べない乳幼児教室の 1歳児でも、笑顔のポーズで私のことを呼んでくれました。ある

時、聾者の保護者から「春田先生のサインネームは『笑顔』なんですね。」と声をかけられました。サインネーム

とは聴覚障害者の間で特定の人物を簡単な手話で表現する“あだ名”のようなものだということをその時初めて

知りました。サインネームという概念を知らなかった私は、期せずして初任の頃から「笑顔」のサインネームを

使っていたということに気がつきました。同時に、子ども達が私の特徴として「笑顔」を受け取り、それを使っ

てくれていたことが嬉しく感じられました。 

 先日行われた第 3回学校運営協議会では、代表の生徒３人が「笑顔のあふれる学校にしたい」という意見を発

表してくれました。笑顔は人を幸せに、前向きな気持ちにしてくれる、最も身近で温かい力だと思います。子ど

も達が学校を笑顔でいっぱいにしたいと願っていることはとても嬉しく、頼もしく感じました。笑顔のパワーを

信じている私は、サインネーム「笑顔」に恥じないように、これからの毎日も笑顔で過ごしたいと思っています。 
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◆みんなで一緒に開会式◆ 
今年度は、子どもたちが考えた歌詞やダンスをもとに、けやき祭のテーマソングを制作しました。けやき祭

実行委員会が中心となって会場を盛り上げ、元気いっぱいの歌声と動きに、会場は一体感に包まれました。さ

らに、全校児童生徒の手形が入った横断幕「みんなが輝くけやき祭」のスローガンが発表されると、大きな拍

手が起こりました。けやき祭の幕開けにふさわしい、華やかな開会式となりました。 

◆サインネームは「笑顔」◆ 
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 高等部  
 

 

 

 

♦製品販売会・ゲームコーナー♦ 

 

◆製品販売会、学習発表会◆ 

◆けやき祭、大成功！！◆ 

タイトル 

 

 
小学部は、各学年がこれまでの学習でできるようになったこと、得意なことを生かして発表会を行い

ました。当日は保護者の方、地域の方が見守る中、緊張しながらも精一杯取り組み大いに盛り上がった

一日になりました。みんなが輝くけやき祭発表会になりました！！ 

写真 
写真 写真 

「やればできる！」を合言葉に堂々
と発表することができました。 

にじいろマーケットへようこそ！ 
お店屋さん大盛況でした。 

中学部は、11月 27日（木）にけやき祭を行いました。生活グループ、自立 Bグループは、10月か

らの作業学習の学習発表として販売会を行いました。自立 A グループは学習発表としてキャスターカー

とボールプールスライダーの活動に取り組みました。 

 

 

実演を行い、お客様に製作の
様子を見てもらいました。 

お客様に製品のおすすめポイ
ントや自分の頑張ったことを
説明しました。 

 

楽しい、もう一回やりたいという
気持ちを声や身体の動きで、表現
することができました。 

 

11 月 15 日（土）に高等部けやき祭が開催されました。職業グループは作業製品販売会として、自

主生産作業で作ってきた製品を販売しました。自立グループは学習発表会として、ゲームコーナーを運

営しました。 

 

班のみんなで協力して、呼び込
みをしました。 

 

お客様に、製品の使用方法を説
明しました。 

 

２つのゲームコーナーの仕掛け
を頑張りました。 

 

 

写真 

25 人のちび忍者たちは五つの修
行に挑戦しました。修行大成功!! 
 

 

 


